
 

学校運動器検診の御協力お願い 

 

平成 28年 4月 1日より、学校における定期健診に“運動器検診”が開始され

ました。（資料-1 新潟市医師会報 No.537）この運動器検診の流れは資料-2（新

潟市医師会報 No.548）を御参照下さい。 

各家庭に配布した保険調査票に基づき、各学校の養護教諭が、学校での状態も

考慮して、春の学校医（内科・小児科）の定期健診時に報告し、学校医が運動器

検診の二次検診の必要性があるかどうか判断します。その後、必要がある場合は、

新潟市では各学校に直接出向いた整形外科医により、その後の医療が必要かど

うか判断されます。新潟市においては昭和 54年より脊柱側弯症で学校に出向く

直接検診が新潟大学により実施されてきた経緯があります。 

平成 28年度は、新潟大学を始め、済生会新潟第二病院、新潟リハビリテーシ

ョン病院、わかつき整形外科、ゆきよしクリニックが協力して各学校に出向き、

運動器の二次検診を実施しました。 

新潟市内には小学校 108校、中学校 56校、市立の高等学校 2校、中等教育学

校 1校の計 167校があります。児童生徒数は約 61,000名です。二次検診対象者

数は側弯で約 3,000名、四肢で約 900名、この約 3,900名を整形外科医が直接、

学校に出向き、検診を行い、その後の精密検査が必要と判断された者は計、約

340名でした。 

 平成 29年度以降も、この方式を継続するため、御協力して頂ける医療機関を

募集させて頂きます。（資料-3）期間は平成 29 年 6 月から 7 月にかけて平日の

午後にそれぞれの地域の学校（2～3 校）に出向き、二次検診を実施して頂きま

す。各学校の養護教諭とも顔の見える関係を構築でき、学校での外傷予防等、整

形外科医の仕事をアピールできる良い機会と考えております。 

協力して頂ける先生には後日、二次検診の方法等の詳細につき御連絡いたし

ます。 

 

 

 

平成 29年 2月 

新潟市医師会 理事 

荻荘則幸 
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